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広報伊丹■２０２３（令和５）年２月１日 第１４８７号（２）

市
立
伊
丹
ミ

ュ

ー

ジ

ア

ム

は
、
３０
歳
未
満

の
若
手
俳
人
の

登
竜
門
と
な
る

「
鬼
貫
青
春
俳

句
大
賞
」
を
、

応
募
の
あ
っ
た

２１
作
品
（
１
作

品
３０
句
）
の
中

か
ら
決
定
し
ま

し
た
。

各
賞
の
受
賞

者
と
作
品
タ
イ

ト
ル
、
主
な
作

品
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）
。

【
大
賞
】
該

当
者
な
し
。

【
優
秀
賞
】

▽
葉
村
直
『
立
夏
、
手
を
』
「
夕
立

の
最
初
の
一
滴
を
つ
か
む
」
ほ
か
▽

磐
田
小
『
音
と
り
ど
り
』
「
チ
ュ
ー

バ
ぷ
っ
く
り
五
月
の
風
を
生
ん
で
い

る
」
ほ
か
。

【
敢
闘
賞
】
▽
蒋
草
馬
『
さ
よ
な

ら
の
た
び
』
「
要
す
る
に
旅
が
始
ま

る
深
雪
晴
」
ほ
か
。

◎
「
伊
丹
一
句
の
日
」
入
賞
作
品
を

決
定

「
伊
丹
一
句
（
１９
）
の
日
」

令
和
４
年
７
〜
９
月
分
の
入
賞
作
品

を
決
定
し
ま
し
た
。

７
〜
９
月
の
３
カ
月
間
に
計
２
千

６５４
句
の
投
句
が
あ
り
、
特
選
３
句
、

入
選
５７
句
が
決
定
し
ま
し
た
。

各
月
の
特
選
作
品
と
作
者
は
次
の

通
り
（
敬
称
略
）
。

【
７
月
分
】
「
ス
ク
ロ
ー
ル
し
て

も
終
わ
ら
ぬ
夏
怒
濤
」
相
田
え
ぬ
。

【
８
月
分
】
「
毎
朝
の
早
起
き
対

決
セ
ミ
に
勝
つ
」
増
地
実
結
花
。

【
９
月
分
】
「
草
の
花
路
傍
の
石

と
共
に
あ
り
」
高
市
敦
之
。

入
賞
作
品
は
同
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
。

＊

＊

問
市
立
伊
丹
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
!

７７２

・
５
９
５
９
。

◆
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
２
月
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

図
書
館
「
こ

ぐ
ら

と
ば
蔵
」
１
階
の
交
流
フ
ロ
ア
で
次

の
通
り
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
無
料
。
先
着
順
。

【
自
分
の
ア
イ
デ
ア
が
実
現

交

流
フ
ロ
ア
運
営
会
議
】
２
月
１
日
㈬

午
後
６
時
半
。

交
流
フ
ロ
ア
の
運
営
や
イ
ベ
ン
ト

を
発
案
・
検
討
す
る
参
加
型
会
議
。

定
員
２５
人
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
編
集
メ
ン
バ
ー
募
集
「
伊
丹
公

論
」
編
集
会
議
】
７
日
㈫
午
後
６
時

半
。復

刊
３３
号
の
作
成
に
向
け
た
編
集

会
議
。

定
員
１０
人
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

【
カ
エ
ボ
ン
部
】
１５
日
㈬
午
後
６

時
半
。

お
す
す
め
本
の
交
換
会
。
テ
ー
マ

「
鬼
」
に
沿
っ
た
本
を
持
ち
寄
り
交

換
。▽

会
場
参
加
$
定
員
８
人
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

$
定
員
な
し
。
２
月
１３
日
ま
で
に
同

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
。

【
気
に
な
る
本
で
話
そ
う
】
１８
日

㈯
午
前
１０
時
。

絵
本
作
家
ヨ
シ
タ
ケ
シ
ン
ス
ケ
さ

ん
の
育
児
イ
ラ
ス
ト
エ
ッ
セ
イ
「
ヨ

チ
ヨ
チ
父
」
を
題
材
に
意
見
交
換
。

定
員
２０
人
。

)
同
館
へ
。

【
漫
画
を
語
ろ
う
！
】
２２
日
㈬
午

後
６
時
半
。

テ
ー
マ
「
あ
ま
い
漫
画
」
。

▽
会
場
参
加
$
定
員
２０
人
。
当
日

直
接
、
会
場
へ
▽
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加

$
定
員
な
し
。
２
月
２０
日
ま
で
に
同

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
。

【
「
２
分
で
心
を
う
る
お
す
名
曲

セ
ラ
ピ
ー
」
著
者
が
語
る
お
は
な
し

会
】
２３
日
㈷
午
後
２
時
。

同
書
の
著
者
が
届
け
る
心
が
軽
く

な
る
人
生
の
ヒ
ン
ト
。

対
象
・
定
員
は
高
校
生
以
上
２０

人
。)

同
館
へ
。

【
絵
本
で
楽
し
む
わ
ら
べ
う
た
あ

そ
び
】
２５
日
㈯
午
前
１０
時
半
。

絵
本
か
ら
遊
び
方
な
ど
を
体
験
。

対
象
・
定
員
は
就
学
前
と
そ
の
保

護
者
８
組
。

)
同
館
へ
。

【
い
た
み
ア
ー
カ
イ
部
】
２６
日
㈰

午
後
２
時
。

本
市
の
歴
史
や
景
観
、
記
憶
な
ど

を
整
理
し
デ
ジ
タ
ル
情
報
に
残
す
。

定
員
８
人
。
当
日
直
接
、
会
場
へ
。

＊

＊

問
図
書
館
「
こ
と
ば
蔵
」
!

７８４
・

８
１
７
０
。

第１９回鬼貫青春俳句大賞

受賞者を決定

今
号
は
、
番
外
編
と
し
て
、
自
動

車
運
送
事
業
管
理
者
が
お
届
け
し
ま

す
。「

電
気
バ
ス
」
を

試
験
導
入

市
営
バ
ス
は
１
９
４
９
年
（
昭
和

２４
年
）
２
月
、
当
時
と
し
て
は
画
期

的
な
車
両
で
あ
っ
た
電
気
バ
ス
４
両

を
購
入
し
、
事
業
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。
創
業
以
来
、
ま
ち
の

発
展
と
と
も
に
路
線
網
を
拡
大
し
、

車
両
も
電
気
バ
ス
か
ら
ガ
ソ
リ
ン

車
、
そ
し
て
大
型
で
経
済
性
に
優
れ

た
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
へ
と
変
遷
し
て
き

ま
し
た
。

７４
年
の
月
日
が
流
れ
た
現
在
は
朝

夕
の
ラ
ッ
シ
ュ
時
間
帯
に
も
対
応
で

き
る
よ
う
、
全
車
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機

関
の
大
型
乗
合
車
両
で
、
特
に
近
年

は
技
術
革
新
に
伴
い
窒
素
酸
化
物
や

二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
低
減
し
、
環

境
に
配
慮
し
た
車
両
で
運
行
し
て
い

ま
す
。

近
年
、
地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取

り
組
み
が
世
界
規
模
で
加
速
し
、
再

び
電
気
自
動
車
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
交
通
局
は
、
公
営
バ
ス
で
は

全
国
で
も
比
較
的
先
駆
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、
今
年
、
電
気
バ
ス
２
台

を
導
入
し
、
試
験
運
行
を
実
施
し
ま

す
。試

験
は
約
２
年
間
を
か
け
て
、
車

両
性
能
や
環
境
負
荷
の
低
減
効
果
、

運
用
面
に
お
け
る
課
題
及
び
最
適
な

充
電
量
や
充
電
時
間
な
ど
に
つ
い
て

検
証
し
て
い
き
ま
す
。

間
も
な
く
皆
さ
ん
に
、
７０
数
年
の

時
を
経
て
再
び
、
ま
ち
な
か
を
電
気

バ
ス
が
走
行
す
る
姿
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

電
気
バ
ス
は
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
バ

ス
と
比
べ
て
、
加
減
速
が
ス
ム
ー
ズ

で
振
動
が
少
な
く
、
走
行
音
も
静
か

で
、
地
球
環
境
に
も
お
財
布
に
も
優

し
い
乗
り
物
で
す
。
所
有
す
る
バ
ス

１
台
を
電
動
化
し
た
と
仮
定
し
て
試

算
す
る
と
、
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
年
間
１９
㌧
ほ
ど
削
減
で
き
る

と
見
込
ん
で
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

将
来
の
環
境
負
荷
を
一
層
低
減

さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
家

用
車
か
ら
バ
ス
へ
と
移
動
手
段
の

選
択
の
機
会
が
増
え
れ
ば
と
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
と
、
環
境
に
対
す
る

問
題
意
識
を
共
有
し
な
が
ら
、「
安

全
・
安
心
・
快
適
」
で
親
し
ま
れ

る
市
営
バ
ス
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。

（
伊
丹
市
自
動
車
運
送
事
業
管
理

者

増
田
平
）

伊
丹
広
報
２
面

０
２
０
１
０
２

秋
❶
井
❷
秋
❸
藤
❹
藤
❺
秋
❻
井
❼
岡
❽
井
❾
井

＜番外編＞
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新
小
・
中
学
1
年
生

就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
をををををををををををををををををををををををををををををををを
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

市
教
委
は
、
４
月
に
市
内
小
・
中

学
校
に
入
学
す
る
児
童
・
生
徒
に
、

就
学
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

２
月
１
日
を
過
ぎ
て
も
同
通
知
書

が
届
か
な
い
場
合
は
、
市
教
委
学
事

課
（
入
学
ま
で
に
市
外
へ
転
出
か
市

内
で
転
居
す
る
場
合
は
指
定
校
と
就

学
予
定
校
）
へ
至
急
連
絡
を
。

【
市
外
公
私
立
小
・
中
学
校
入
学

予
定
者
】
私
立
学
校
な
ど
へ
入
学
す

る
人
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
未
届

け
の
人
は
市
教
委
学
事
課
へ
届
け
出

し
て
く
だ
さ
い
。

【
指
定
校
以
外
の
市
内
小
・
中
学

校
へ
の
就
学
希
望
者
】
や
む
を
得
ず

指
定
校
以
外
へ
就
学
を
希
望
す
る
人

は
変
更
申
請
が
必
要
で
す
（
申
請
は

承
認
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
）
。

変
更
申
請
の
取
り
扱
い
基
準
は
左

上
表
の
通
り
。

問
市
教
委
学
事
課
!

７８４
・
８
０
８

６
。

◆
２
月
２８
日
ま
で

子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
の
申
請
を

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
し
、

対
象
児
童
１
人
に
つ
き
５
万
円
の
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。

【
①
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分
】
対

象
は
、
１８
歳
ま
で
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
、
令
和
４
年
度
住
民
税

非
課
税
の
人
か
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
昨
年
１
月

以
降
の
家
計
が
急
変
し
、
非
課
税
世

帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
人
。

【
②
ひ
と
り
親
世
帯
分
】
対
象
は

▽
公
的
年
金
給
付
な
ど
を
受
給
し
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人
（
年
金
受
給

額
含
む
収
入
額
が
支
給
制
限
基
準
額

を
下
回
る
人
に
限
る
）
▽
同
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家

計
が
急
変
し
、
収
入
が
同
手
当
受
給

対
象
と
な
る
水
準
に
下
が
っ
た
、
同

手
当
の
受
給
資
格
要
件
を
満
た
す

人
。

)
２
月
２８
日
ま
で
に
必
要
書
類

を
持
っ
て
、
直
接
か
郵
送
（
必
着
）

で
〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
①

臨
時
特
別
給
付
金
等
事
業
推
進
班

（
!

７６４
・
７
７
８
６
）
②
こ
ど
も
福

祉
課
（
!

７８４
・
８
０
３
０
）
へ
。

就学指定校変更取り扱い基準
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&
'
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&
'
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&
'
%
&
'

こ

こ

い

ろ

ミ
モ
ザ
の
日
イ
ベ
ン
ト

３
月
５
日
㈰
こ
こ
い
ろ
で
、
国
際

女
性
デ
ー
に
ち
な
み
、
次
の
通
り
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
無
料
。
要
申
し
込
み
（
※

除
く
）
。

★
※
こ
こ
い
ろ
で
つ
な
が
る
フ
ー
ド

ド
ラ
イ
ブ

午
前
１０
時
〜
午
後
４

時
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
。

家
庭
で
余
っ
て
い
る
食
品
の
寄
付

を
受
け
付
け
。

★
映
画
上
映
「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
一
揆
」

（
２
０
１
２
年
。
日
本
。
６４
分
）

午

前
１０
時
。

定
員
２０
人
。

★
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
学
ぼ
う
災
！
㏌
こ
こ

い
ろ

午
前
１０
時
。

防
災
士
か
ら
災
害
対
策
を
学
ぶ
。

定
員
１５
人
。

★
市
男
女
共
同
参
画
施
策
市
民
オ
ン

ブ
ー
ド
報
告
会

正
午
。

定
員
２０
人
。

★
学
生
が
取
り
組
む
持
続
可
能
な
国

際
協
力

午
後
０
時
１５
分
。

大
学
生
と
国
際
協
力
を
考
え
る
。

定
員
２０
人
。

★
聴
い
て
、
見
て
、
考
え
よ
う
！
月

経
の
人
類
学

午
後
２
時
。

大
阪
大
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科

教
授
の
杉
田
映
理
さ
ん
と
「
生
理
の

貧
困
」
な
ど
を
考
え
る
。

定
員
２０
人
。

★
親
子
で
楽
し
む
音
楽
と
工
作
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ

午
後
２
時
半
。

対
象
・
定
員
は
３
歳
〜
小
学
生
と

そ
の
保
護
者
６
組
。

★
※
パ
ネ
ル
展
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
女
性
た
ち
」

２
月
１
日
〜
３
月

５
日
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
。

宝
塚
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
友
好
協
会

の
西
垣
敬
子
さ
ん
の
写
真
展
。

＊

＊

)
２
月
１
日
か
ら
こ
こ
い
ろ
!

７８１

・
５
５
１
６
へ
。
先
着
順
。

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
講
演
会
を
開
催

２
月
２７
日
㈪
午

前
１０
時
、
市
役
所
で
。

▽
サ
イ
ボ
ウ
ズ
㈱
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
鬼
頭
久
美
子
さ
ん
が
「
１００
人
１００

通
り
の
働
き
方

サ
イ
ボ
ウ
ズ
を
事

例
に
〜
男
女
共
同
参
画
・
女
性
活
躍

を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
▽
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。

対
象
・
定
員
は
市
内
事
業
所
に
勤

務
す
る
３０
人
。

無
料
。

)
電
話
で
市
男
女
共
同
参
画
課
!

７８４
・
８
１
４
６
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
電
子
申
請
も
可
）
へ
。
先
着
順
。

この広報紙は９万１７００部作成し、印刷経費は１部あたり６円です（内訳：市負担分４円・広告収入分２円）

いじめや不登校、その他心身に特別な事情がある

特別支援学級がある学校に通学させたい

転居予定のため、あらかじめ転居予定校区の学校に

通学させたい

やむを得ず住民票は異動させたが、転居していない

ので実際に居住している校区の学校に通学させたい

商店などを経営しており商店などの所在する校区の

学校または下校後は親戚宅などで過ごすため、親戚

宅などの住所が該当する校区の学校に通学させたい

自治会など、地域活動区域と学校区が異なるため、

地域活動区域の学校に通学させたい

指定校に希望する部活動がないため、希望する部活

動がある学校に通学させたい

諸事情により住民票の異動ができないので、実際に

居住している校区の学校に通学させたい

上記に該当するいずれかの事由により兄弟姉妹など

が校区外の学校に通学している場合で、その兄弟姉

妹などと同じ学校に通学させたい


